
れきし探検ノート 解答 

 

原始（旧石器・縄文・弥生時代） 

 ◎森の中に、人間がくらしていたあとがあるよ。３ヵ所さがしてみよう。 

   ・シカをねらった矢  ・ヤマノイモを掘り出そうと使った土掘
つちほ

り具
ぐ

 

   ・地面におかれている弓矢  ・木の実を入れた編
あ

んだ籠
かご

 

   ・木を切り倒そうとして、木についた傷跡
きずあと

   の中から３つ 

 ◎矢印は何をする道具かな？下の３つから選んで、○をつけてみよう。 

   「・脱穀する」に○をつける 

 ◎弥生時代の人たちの家には何があるかな？書き出して見よう！！ 

 ・水をためておく土器 ・木の実をためておく土器 ・米をためておく土器 ・米をたく土器  

・米をもりつける土器 ・鉄や石の道具を研ぐ道具 ・肉や魚を切る石器 ・糸を作る道具  

・弓矢・木の実をすりつぶす道具 ・地面に敷かれているシカの皮 ・石の矢じりを作る道具 など 

 ◎注目！！展示室のどこにあるかな？みつけてみよう。 

   上の写真：石
せき

鏃
ぞく

・縄文時代    下の写真：石鏃・弥生時代 

 ◎なぜ、下の方が大きいのかな？大きいとどうなるのかな？考えてみよう。 

    戦いに使うようになったため、刺さる力が増すように大きくした 

 

 

古代（古墳・奈良・平安時代） 

●国づくりが進められた！！ 

 ◎古墳にはさまざまなものが、いっしょに入れられました。展示している資料の中から２つさがして 

書き出してみてね。また、スケッチしてみよう！！ 

   ・銅鏡・銅剣・「鍬形
くわがた

石
いし

」とよばれる石製の腕飾り・玉類(管
くだ

玉
たま

・勾玉
まがたま

など)・鉄製品・須恵器
す え き

 

・ 鎧
よろい

 のうち２つの名前とスケッチ 

●税をおさめるようになった 

 ◎讃岐の国(今の香川県)からは、どのような品物が税として運ばれたの？展示している資料から、見 

つけて書き出してみよう。 

   塩・白米・「あしぎぬ」などの繊維
せんい

製品・海産物(鯛
たい

･乾蛸)・須恵器などの土器・紙 など 

 ◎仏教が伝わった 

   左の円の中に、瓦の模様をスケッチしてみよう。  解答・略 



   瓦の模様は、何をデザインしたものかな？  蓮
はす

の花 

 

 

中世（鎌倉・室町時代） 

 ●蒙古襲来と讃岐の寺 

  ◎お祈りは、どこの寺で行われたのでしょうか？  善通寺
ぜんつうじ

 

  ◎何を祈ったのでしょうか？  蒙古の撃退
げきたい

（蒙古が負けるように祈った） 

  ◎蒙古（元）とは、現在のどこの国でしょうか？  中華人民共和国（中国）・モンゴル 

  ◎この戦いを描いた絵巻物を展示資料から探してみましょう。  蒙
もう

古襲来
こしゅうらい

絵詞
えことば

 

●戦国時代の城と武将 

  ◎みなさんの学校の近くには、どのような城がありますか。また地図の城の名前を○で囲みましょ

う。  解答・略（展示室やワークシートの地図でさがして下さい） 

 

 

近世（安土桃山・江戸時代） 

 ●高松城と城下町 

  ◎高松城の中心にある天守閣を○で囲み、名前(｢天守閣｣)を書きましょう。  下図参照 

  ◎家来たちの大きな屋敷と町人たちのお店が集まっているところは、どちらが城に近いのでしょう

か。  家来たちの大きな屋敷 

  ◎常盤橋(←)から天守閣へ敵が攻めるには、どこを通っていきますか。書き込みましょう。 

     地図の白線は一例 ＊ほかにもあるよ 

 

 

 



●農業の発達とため池 

 ◎左の人物が直した日本最大のため池は何と言いますか？  満濃
まんのう

池
いけ

 

 ◎なぜ農業にはため池は必要なのでしょうか？理由を考えましょう。 

    讃岐の農業は稲作が中心なので、大量の水が必要であるため 

 

 

近現代（明治・大正・昭和時代） 

●香川県の成立 

 ◎現在の香川県ができるまでを、右の地図を参考に県名を(  )に書いてみましょう。 

  第 1 次香川県→( 名
みょう

東
どう

)県→第 2 次香川県→(愛
え

媛
ひめ

)県→第 3 次香川県 

●文明開化と殖産興業 

◎香川県で、最初に開通した鉄道は讃岐鉄道でした。それは、何年のことですか。 

   明治２２（１８８９）年 

 ◎讃岐鉄道は、開通当初どこからどこまで走っていましたか。 

   （多度津）・（丸亀）～（琴平）間 

◎讃岐鉄道の最初に開通した路線は、何をする人々をおもに運んでいたのでしょうか。 

   おもに（金毘羅
こ ん ぴ ら

参り）の人々を運ぶ 

●戦時下の生活 

◎上の写真は、高松市内が昭和 20 年(1945)7 月 4 日未明
み め い

に、２時間近く続いたアメリカ軍の空襲
くうしゅう

に

より、市街地
し が い ち

の約 80％が焼
や

かれ、約 1300 人の死者が出た時の風景です。写真から見ると空襲後の 

高松市の中心地はどのような状態になっていますか。気づいたことを書いてみましょう。 

・町のほとんどが焼けてしまっている  

・木造に家はほとんど焼けてしまっている 

・ビルは焼け残っている         など 

●今から５０年くらい前の住宅 

 ◎今のみんなが生活している居間とくらべて、気づいたことを書いてみよう。 

   ・ちゃぶ台で食事をしている   

・おひつがある など 

 ◎今のみんなが生活している居間とくらべて、気づいたことを書いてみよう。 

   ・かまどがある        ・水がめがある   

・かまどで煮炊きしている   ・水道がない  

・野菜が取れたままの姿で置かれている  など 

 

 

※ 詳しくは展示室内にある「ミュージアム瓦版」もご参照ください。 


